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※発言をそのまま書き起こしたデータを基に、個人情報に関する部分を削除し、文意が通

るように修正を行っています。 

 

【イントロダクション】 

開会挨拶・振り返りを兼ねて自己紹介 

 

（録音の同意をいただいて、録音開始） 

 

（総合 F） それでは、第 5 回のフォーラムを始めていきたいと思います。 

 まず、プログラムを見ていただければと思います。大きな流れを確認させていただきま

す。今、イントロダクションを始めています。開会挨拶の後、振り返りということで、皆

さんにこの 2 週間どういうふうにお感じになったかをお話いただき、始めていきたいと思

います。 

 13 時半からはグループワーク 1、『もう一度考えよう・・・「原子力ムラ」はあるのか、

ないのか、何なのか？ 「原子力ムラ」というものをどうしたらよいか？』。3 つのグルー

プに分かれて座っていただいていますので、話し合いをしていきます。進め方の詳細は、

後ほど、きちんとお話をさせていただきます。 

 その後、休憩中に質問を皆さんに書いていただき、グループワーク 2 で、その回答を考

えていただくということで、皆さんで共有していきたいと思います。 

 その後、いつものようにアンケートを記入していただき、振り返りをしていただくんで

すが、「今回および全 5 回のフォーラムの振り返り」と書いてあります。最初の 30 秒はい

つものように今回の振り返り、その次に、全 5 回のフォーラムの振り返りということで、（合

計で）1 分くらいでお話をしていただこうと思っています。 

 最後に、このフォーラムの後、いろいろ皆さんにお願いをしたいことがありますという

ことで、木村さんからお話をいただき、16 時半に終了を予定しています。 

 こういう流れで今日はスタートしていきたいと思います。 

 そして、前回皆さんにお話をいたしましたけれども、今日は、この研究の外部評価者と

いうことで、3 人の方が視察にいらっしゃる予定になっています。途中でいらっしゃったり、

お帰りになったりという方もいらっしゃると思いますが、フォーラムは通常のような形で

進めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 それでは、今日の内容に入っていきたいと思います。まずは研究代表者の木村さんから、

開会の挨拶をよろしくお願いします。 

 

（木村） 皆さん、こんにちは。第 1 回が 5 月の終わりに開催されまして、あっという間

に 7 月の終わりも近づいてきました。今日は第 5 回、このフォーラムの最後のまとめの回

ということで、初心に戻ったようなテーマ設定をさせていただいております。今まで皆さ
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んの中で話し合われたことを踏まえて、改めて、最初の課題を考えていただければと思っ

ていますので、よろしくお願いします。 

 

（総合 F） それでは、今日も皆さんから、自己紹介といいますか、前回からの振り返りと

いうことで、この 2 週間、どんなことをお感じになったか、そして、今日に向けてどんな

ことをお感じになって来てくださったかということを、30 秒でお話いただければと思いま

す。 

 今、何かお二人で盛り上がっておりましたが、その話と関係ありましたか？ 

 

―― 全然関係ありません（笑）。 

 

（総合 F） 分かりました。残念。いや、何か話題が関係あるかなと思って、今日は、関心

を示してくださったところから話をしていただければいいかなとちょっと思ってしまった

もので。まあ、そういうことで、そちらの方から話していただければと思います。 

 それでは、B 班から、A 班に行って、C 班という感じでいきたいと思います。よろしくお

願いします。 

 

（拍手） 

 

―― うちの会社は朝に 1 分間スピーチがあって、そのときに、こちらの話をしたのです

よ。今後も、もしかしてあるかもしれないからって。最初は怖いと思ったけど、行ってみ

たらすごい楽しかったし、ためになったということを言ったので、うちの会社は原子力学

会に入っている人も多いので、もしかしたら後続が出ちゃうかもしれません。よろしくお

願いします。（拍手） 

 

―― 原子力ムラについて、いろいろな原子力学会の役員と話したりしながら、私の意見

とまるで違うので驚いております。今日もよろしくお願いします。（拍手） 

 

―― この 2 週間は特に何も、仕事しかしていませんでした。はい、以上です。お願いし

ます。（拍手） 

 

―― 最初の 1 週間はちゃんとこれについていろいろ考えていたのですけれども、後半の 1

週間は、研究室の機材が壊れまして、分析が一切できなくなってしまいまして、それどこ

ろではない状態になってしまったので、最初の 1 週間くらいしか考えていません。今日は

よろしくお願いします。（拍手） 
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―― 先週の 1 週間くらいは資料を読んでいて、こんなこともあるのかなと思いまして。

よく言えば多いというか、悪く言えば、もう多くてうんざりしました。よろしくお願いし

ます。（拍手） 

 

―― 昨日、付け焼刃だったんですけれども、環境省のホームページを見まして、新規制

基準？ が出ているだろうと思って見たのですけど、よく分からなくて。たくさん情報が

あることは分かったんですけれども。やはり情報公開の仕方も、素人でも分かりやすくし

ていただけると嬉しいなと思いました。本当に 5 回目、すごい楽しみになって、今日で終

わるのが残念なのですけれども、よろしくお願いします。（拍手） 

 

―― 久しぶり（4 週間ぶり）にこちらに来て、すごい緊張しています。今、就職活動に向

けていろいろ勉強したり、新聞を読んだり、ニュースを見たりして、準備に追われていま

す。頑張ります。よろしくお願いします。（拍手） 

 

―― 先週の 12 日、品川の港南口のほうを歩いていましたら、人だかりがあるので、何か

と思ったら、参院選に立候補している山本太郎が赤い T シャツを着て、原発の即時撤退を

唱えておりました。明日の結果をまた注目してみたいと思います。以上です。（拍手） 

 

―― よろしくお願いします。実は、前回ご紹介があった本を取り寄せて読んで、なるほ

どっていう感じでした。 

 あとは、やはり池上さんでした。原子力に関する項目があって、それを読んでやっと分

かって、やっぱり池上さんはすごいな、頼っちゃおうかなと思いました。そういう感じで

す。（拍手） 

 

―― この 2 週間というよりは、第 4 回が終わった直後に、「意見共有シート」があったと

思うんですけれども、それの自分のところを眺めていたんですが、「お前こそが原子力ムラ

じゃないか」ということが書いてあって、ああ、私だったんだ（笑）、みたいに思ってです

ね。答えが出ちゃったな、みたいなことを、悶々と思っていました。今日もよろしくお願

いします。（拍手） 

 

―― この 2 週間、皆さんの意見を楽しく全部読ませていただきました。 

 今、節電をしたり、暑いなとも思いながら、ちょっと過ごしやすくなりましたけど、と

にかくエネルギーについてもっともっと日本人は深く考えるべきだと思います。原子力に

頼らずに、できれば、エネルギーを創造していければいいなと思っています。（拍手） 

 

―― 2 週間、あまり考えていなかったんですけど、今日来る前に、自己紹介があるだろう
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なと思って、前回のことを考えたときに、私の中で残っていたキーワードが「管理」とい

う言葉だったんです。危険か、安全か、というよりも、いかに管理するのかというところ

に着眼したらいいのかな、ということを思ったな、というのを思い出しました。今日もい

ろいろ考えさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。（拍手） 

 

―― いろいろと宿題、資料をいただいて、それを読んだり。あと、ホームページに細か

い記録が載っていたので、だいぶ時間をかけて勉強させていただきました。いろいろな意

見が出ていたなというのが分かったというのがこの 2 週間だったと思います。仕事は、ま

あ、ぼちぼちというところです。またよろしくお願いします。（拍手） 

 

―― 2 週間のうち、後半 1 週間はアメリカに出張しておりまして、今朝朝 5 時に羽田に着

く予定だったのが、1 時間半も早く着きまして、そうすると羽田で足止めになるんですね。

1 時間くらい、始発の電車が動くのを待って、それからホテルで仮眠をして、着替えてから

参りました。最後だったので、どうしてもと思って来たんですけれども。ええと、その中

で、（タイマーが鳴った）あ、終わっちゃいましたね。今日もよろしくお願いします。（拍

手） 

 

―― 私も前回いただいたシートを見て、自分のところに、もうちょっと勉強するべきと

書いてあったのを見て、一般の人がどうやって勉強したらいいのかなっていうのが難しい

なと思いました。また、選挙のこともありますし、周りの人に聞いてみると、やはりほと

んどの友達は原発に反対と言っていますし。その中で、議論は難しいなとすごく感じまし

た。そんな 2 週間でした。よろしくお願いします。（拍手） 

 

―― これは私が配った資料（前回添付しきれなかった資料の追加）の中に入っています

けれども、福島と同じような事故がまた起きるかどうか、今年の 2 月に調査をして、一般

4000 人に聞いた結果、なんと、80％の人がまた起きると思っている。たぶん、この中の方

もそう思っていると思うんですけれども。 

 問題は、原子力の専門家はどのくらい起きると思っているだろうか、ということなんで

すけれども、私の印象では、二度と起きないと思っている人が 90％、あるいは 99％くらい

じゃないかなと思います。 

 この会合は、一般市民と専門家の会合ということなので、なぜこんなにギャップが生じ

ているか、ということが面白いと思います。（拍手） 

 

―― 昨日ちょっと飲みすぎちゃって、体調不良で申し訳ありません。 

 妻と話をすると、前回も話が出たと思うけど、「漠とした不安」という感じで、議論にな

らない。それで、このピンクの「ブレーンストーミングのやり方」を勝手に妻に渡しちゃ
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ったんで、申し訳ないです（笑）。以上です。（拍手） 

 

―― 原発はどこが優位なのか、必死に考えているのですけれども、何にも浮かんでこな

いので、そこら辺が少し戸惑っているところです。何か特別原発にいいところがあるのだ

ったら、ぜひとも教えていただきたいので、よろしくお願いします。（拍手） 

 

―― 最近、原子力の再稼動に関係して、「安全とお金とどっちが大事なんだ」みたいな話

を、某知事が某社長に突っ込んでいたりしていましたけれども、よくよく考えてみると、「私

と仕事とどっちが大事なの？」みたいな問いと非常によく似ているなと。この問いは、考

えてみたら分かるんですけど、答えられないのですよね。そういう問いが出ている時点で、

すでに不信な状態で、信頼関係が築かれていないということが明白なので、その問いが出

た時点ですでに負けであると。いかに普段の信頼関係が大事かということを感じました。

以上です。（拍手） 

 

（総合 F） ありがとうございます。普段の信頼関係というお話をしていただきました。そ

して、アメリカから駆け付けたという方もいました。何か言いたいことがあるというとこ

ろで時間が終わってしまいましたので、グループワークのときにおっしゃっていただけれ

ばと思います。皆さん、本当にありがとうございました。 

 


